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本書の見方
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治
療
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Ⅰ．バンドの装着の準備（セパレーティング） p.128～ Ⅱ．バンドの装着 p.129～ Ⅳ．ワイヤーの挿入 p.140～ Ⅴ．ワイヤーの結紮 p.141～

Ⅵ．ブラケット装置の撤去 p.143～

Ⅲ．ブラケットの装着 p.132～ Comp
lete

Comp
lete

上顎左右側６番にバンドを装着し、上顎
頬側面にブラケット装置を装着します。
本書では、矯正終了後ないしは矯正装置交
換時に行うブラケット装置の撤去までを
学習します。

治療の流れを確認しましょう！

MAPMAP 矯正治療
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①

②

セパレーティングフォーセップス①で、上顎左右 6 番近遠心に
セパレーター②を挿入します。一週間挿入したままにして、十分に
歯間分離します。

1 セパレーターの挿入（歯間分離）

Ⅰ．バンドの装着の準備（セパレーティング）

次回来院時までに外れてしまった場合には、

（保護者の方に）デンタルフロスを使って

再挿入してもらいます。

①

探針①でセパレーターを除去します。

2 セパレーターの除去

Ⅱ．バンドの装着 セパレーター挿入から
およそ一週間後に行います

セパレーターの
挿入～除去

T
I
P

S

探針の先端に触れないように気を付
けましょう。

00：26

00：08 00：24

フロスを使った
セパレーティング

上のシーンの中
で使用している
器材一覧

セパレーターの
挿入～除去

探針の先端に触れないように気を付

処置の中
での要点

128

セパレーティングフォーセップス
セパレーター②を挿入します。一週間挿入したままにして、十分に
歯間分離します。

次回来院時までに外れてしまった場合には

（保護者の方に）デンタルフロスを使って

再挿入してもらいます。

処置名（詳細）

、上顎左右 6 番近遠心に
を挿入します。一週間挿入したままにして、十分に

（歯間分離）

Ⅰ．バンドの装着の準備（セパレーティング）

手順の説明

Ⅰ．バンドの装着の準備（セパレーティング）

処置名（概要）

Ⅱ．バンドの装着

「フル動画」内の
タイムカウント

セパレーター

時間が数日経過している
ことを意味します。MAP では、下図のように、治療の一連の流れを確認でき

ます。
まずは、MAPページにあるQRコードを読み取って、治療の
一連の流れが見られる動画（フル動画）を見ましょう。
その後、処置の手順で詳細を学習しましょう。

1MAP
本書は、MAP、処置の手順、確認問題から構成されています。よく読んで、
本書を有効に活用してください。

MAPで全体のおおまかな流れを把握できたら、次に処置
の手順へ進みましょう。
ここでは、たくさんの写真を用いて各手順を詳細に解説
しています。2処置の手順

処置の手順終了後には、確認問題
があります。学習後、理解度を
チェックしましょう！3確認問題

127

動画には音声解説が付いています。
見て、聞いて、学習しましょう！

154

解 説　
セパレーティングプライヤーです。写真のように、セパレーターを

伸ばしながら、歯間部に挿入します。およそ１週間後、セパレーター

を除去して、バンドを装着します。

a

解答 1

a歯間分離

154

解 説　
セパレーティングプライヤーです。写真のように、セパレーターを

伸ばしながら、歯間部に挿入します。およそ１週間後、

を除去して、バンドを装着します。

a

a歯間分離
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153

答えと解説

設 問1
写真の器具

の用途はど
れですか。

１つ選びま
しょう。

a歯間分離

bブラケッ
トの装着

cバンドリ
ムービング

dブラケッ
トの位置決

め

上顎左右側６番にバンドを装着し、上顎
頬側面にブラケット装置を装着します。
本書では、矯正終了後ないしは矯正装置交
換時に行うブラケット装置の撤去までを

矯正治療

QRコードを読み取ると、
フル動画を見ることができます。

処置の中
での要点

QR「グリーン」では、細かい動作に関する
動画が、QR「オレンジ」では、該当する処置
の動画を確認できます。

矯
正
治
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Ⅰ．バンドの装着の準備（セパレーティング） p.128～ Ⅱ．バンドの装着 p.129～ Ⅳ．ワイヤーの挿入 p.140～ Ⅴ．ワイヤーの結紮 p.141～

Ⅵ．ブラケット装置の撤去 p.143～

Ⅲ．ブラケットの装着 p.133～ Comp
lete

Comp
lete

上顎左右側６番にバンドを装着し、上顎頬側面にブラケッ
ト装置を装着します。
本書では、矯正終了後ないしは矯正装置交換時に行うブラ
ケット装置の撤去までを学習します。

治療の流れを確認しましょう！

MAPMAP 矯正治療
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セパレーティングフォーセップス①で、上顎左右 6 番近遠心に
セパレーター②を挿入します。一週間挿入したままにして、十分に
歯間分離します。
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次回来院時までに外れてしまった場合には、
（保護者の方に）デンタルフロスを使って
再挿入してもらいます。

①

探針①でセパレーターを除去します。

2 セパレーターの除去

Ⅱ．バンドの装着 セパレーター挿入から
およそ一週間後に行います
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答えと解説

設 問1
写真の器具の用途はどれですか。１つ選びましょう。

a歯間分離
bブラケットの装着
cバンドリムービング
dブラケットの位置決め



スマホでお試し！
右のQRコードを読み取れば、本書中の 

「矯正治療」の「Ⅱ．バンドの
装着／２．セパレーターの
挿入～除去」の音声解説付
動画を見られます。
ぜひお試しください！




